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1 ．はじめに
本学をはじめとした様々な大学で国際共修が実施さ
れている．国際共修とは，単に留学生と日本人が机を
並べて，同じ科目を履修するだけではなく，意図的な
教育介入により，言語・文化背景の異なる学生同士が
他者を理解し，己を見直し，新しい価値観の創造を自
己成長へとつながる学習体験である（佐藤他 2011）．
名称は，大学によって異なることも多く，「国際共修」
という名前だけではなく，「多文化クラス」や，「異文
化交流授業」などの名前が使われている場合もある．
これまでこういった「国際共修」，「多文化クラス」，
「異文化交流授業」は，教室の中やキャンパスの中で
完結する活動が多く，教室やキャンパスの外とのつな
がりの中で学ぶ国際共修の実践はほとんどなかった．
本取り組みは，教室やキャンパスの枠を超えた地域
住民と留学生の国際共修の実現を目指した試みの 1つ
である．本稿は，2015年度，2016年度の試みを踏まえ
て2017年度に実施した地域住民との国際共修でのアク
ション・リサーチをもとにした一考察である．
2 ．地域住民との国際共修の意義，これまでの
地域住民と留学生の活動
留学生が教室やキャンパスから出て，地域住民とと
もに学ぶことで，留学生が得られるものは大きい（島
崎 2017）．まず留学生にとっては，日本社会や日本文
化を実際に見て触れる貴重な機会となるということ
だ．同じ世代の大学生だけではなく，子供からお年寄
り，また会社で働く人から自営業の人，退職した人な
どあらゆるバックグラウンドを持つ日本人と接するこ
とができる．また教材に関しても，本など教室の中で
扱えるものにとどまらず，地元の企業やお祭り，商店
街，役所，学校など実際の出来事や場所，ものを生教
材として使用することが可能になる．また，留学生と
地域とのつながりを築くきっかけにもなる．異文化適
応の過程におけるホスト国の住民や学生と良好な関係
を持つことの重要性が，これまでの数多くの先行研究
で示されている（Brislin 1981; 中川・神谷 2000; 園田 
2011）．それにもかかわらず，国内学生や地域住民と
のつながりを築くことに困難を感じている留学生は多
い（大橋 1991; 加賀美 2007）．東北大学で2016年に留
学生を対象に実施した生活調査でも，同国出身の友人
の数に比べ，学内・学外とも日本人の友人の数が少な
いことが分かっている．学内で日本人の親しい友人が
全くいないと答えた留学生は23.1%，学外は43.3%で
あった（東北大学 2017）．少ない人数で，より深い関
係性を築けている可能性もあるが，倉地（1988）によ
ると，日本人の友人がいると質問紙に答える学生も，
面接をして話を聞くと実は浅い知人であることが多い
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本稿は，2017年度に実施した地域住民と留学生が仙台すずめ踊りをともに練習し，仙台・青葉まつりに一緒に参
加するという国際共修の授業での取り組みを報告するとともに，そこで留学生がどのようなことに気づき，学んだ
のかを学生たちの最終レポートをもとに概観する．本取り組みでは，2015年度，2016年度の実践を踏まえ，2017年
度からはクォーター制で実施し，すずめ踊りやお囃子の練習をするだけではなく，同時並行で「集団意識」，「頑張り」，
「道」の 3つの文化概念を学び，教室でグループごとにディスカッションをする活動を取り入れた．それによって，
学生たちはそれらの 3つの文化概念を使って，地域住民の祭りに取り組む姿勢や練習の方法，踊り方・演奏の仕方，
祭り本番でのパフォーマンスや衣装・化粧などを観察し，考察した．踊りや祭りの文化的な意味をより深く理解す
るとともに，日本社会や文化への理解を深めることができた．
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と指摘している．
これまで留学生と地域住民の活動は，単発交流型，
または社会見学型と限定的であることが多かった（島
崎 2017）．単発交流型の活動とは，一時的な交流活動
で，継続性はなく，イベントとして行われる活動を指
す．例えば，地域の小中学校に出向いて小，中学生と
留学生が交流活動をするという取り組みが挙げられ
る．こういった取り組みは，数多く行われてきている
が，継続性はなく 1回限りという活動が多い．小，中
学生の学びの場としてデザインされていることが多
く，その中で留学生はリソースとして捉えられている
ことが多い．社会見学型の活動とは，留学生がゲスト
として地域を訪問し，地域の実践やもの，場所を見せ
てもらったり，体験させてもらったりする活動である．
その際には，インタビューをさせてもらったり，ホー
ムステイさせてもらったりといった交流活動も含まれ
る．地域住民とともに何かを学ぶというよりは，地域
にある資源を使って留学生が学ばせてもらうという形
態である．このように留学生と地域住民との取り組み
は，一過性のものが多く継続性に欠けるものが多い．
そしてどちらか一方が学ぶためにデザインされた場に
なっていることが多かったと言える（島崎 2017）．
本取り組みでは，地域住民との関わりを取り組みの
期間中継続的に実施し，双方向にとって学びの場とな
るようにデザインした．2015年度，2016年度の試みを
踏まえて2017年度に実施した授業を報告するととも
に，特に留学生がどのようなことを考察し，学んだの
かを学生の最終レポートをもとに概観していきたい．
3 ．本取り組みの概要
3.1　授業開講と祭りの背景
2014年から本学では，留学生と国内学生が共に学ぶ
国際共修の授業として仙台すずめ踊りに取り組んでき
た．仙台すずめ踊りとは，伊達政宗公が青葉城建設に
あたり大阪堺から石工を呼んで作業をさせていた際
に，夜の宴の席でその石工たちが扇子を持って踊り始
めたのが，始まりと言われている郷土芸能である．昭
和に入り，交通事情等で途絶えてしまったものを，昭
和60年に「市民がつくる市民のまつり」として復活し
たものが，現在に続く仙台・青葉まつりとなっている
（仙台・青葉まつり協賛会 n.a.）．
東北大学では，2014年より毎年 5月に仙台で行われ
る仙台・青葉まつりに留学生と国内学生の合同チーム
を編成し，参加している．地域住民を招いて踊りやお
囃子を習い，地域住民とともに練習をし，そして仙台・
青葉まつりに参加している．2017年は，「伊達政宗公
生誕450年祭」として盛大に実施され，5000人が祭り
に参加し，97万1000人が祭りを見に訪れた（河北新報 
2017）．七夕祭りに次ぐ大規模な祭りで，仙台の街を
あげての祭りとなっている．期間中は，市街地に交通
規制がかかり，すずめ踊りのチームは祭連（まずら）
と呼ばれるのだが，地元の小学校や地区の子供会など
で祭連を結成していたり，仙台の老舗デパートや銀行
をはじめとした地元企業の新人研修の一環として実施
していたりする祭連も多い．いずれの祭連にも属して
いない市民のために， 4月から週 1回市民向け講座も
開催されており，ベテランの踊り手やお囃子の人たち
から教えてもらう機会を得られる．また祭り本番でも
いずれの祭連にも属していない人が飛び込みで踊れる
時間もあり，誰でも気軽に参加できる市民のお祭りと
なっている．踊りの内容に関しては，基本的な踊りは
決まっているものの，それぞれの祭連ごとにアレンジ
できる箇所もあり，それぞれの祭連で独自のテクニッ
クを披露したり，工夫を凝らすことができる．このよ
うに仙台・青葉まつりは，伝統を引き継ぐという要素
もあるが，地域で作り上げていく祭りという雰囲気が
強いお祭りでもあり，誰でも参加できる広く開かれた
祭りで，留学生も問題なく参加しやすい．
この授業は，留学生には「Understanding Japan 
through Miyagi’s traditional culture」として，教授言
語英語で開講している文系交換留学プログラム
International Program on Liberal Arts（IPLA）の選
択必修科目の 1つとして開講されており，国内学生や
日本語で開講されている交換留学プログラムの留学
生，正規留学生など向けには東北大学の共通教育課程
の全学教育科目カレントトピックス「宮城の伝統文化
を通じた日本理解」として開講している．2017年度は
42名の学生が履修した．国内学生は 3名で，IPLA以
外の交換留学生が 4名が履修し，それ以外はIPLAの
学生が占めた．
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3.2　これまでの実践と課題
前の授業担当者が2014年度に日本の伝統文化の授業
の一部として試行的に実施した後，2015年度から筆者
が授業担当し，すずめ踊りの練習と青葉まつりへの参
加を通して日本の伝統文化について考える授業を展開
してきた．
2015年度はセメスター制での実施で，週 1回の授業
であったため， 4月の授業開講から青葉まつりに向け
て授業内だけではなく，週末も使って練習に取り組ん
できた．仙台・青葉まつりが終わった後で，そこでの
体験を振り返る形ですずめ踊りの練習や祭りへの参加
で何を学んだのかをディスカッションし，レポートに
まとめた．しかし，全て終わってしまった後での振り
返りであったこと，自分の体験を振り返る際の手助け
となるようなものを特に提示出来なかったこともあ
り，学生によって体験をもとに考えたことや，そこか
らの学びの深さに大きな差があった．また，自分たち
自身の基準で考察し，体験を振り返るので，学生によっ
ては非常にステレオタイプ的なものの見方をしてし
まった学生もいた（島崎 2016）．
2015年度の実践を踏まえ，2016年度では，オリエン
テーションの段階から「文化」とはそもそもなにかと
いうことを考えたり，ステレオタイプについて知った
りする機会を設け，学生がより深く考えられるような
材料を少し提供した．合わせて，練習中や祭りの間に
自分たちの体験を通して気づいたことをメモするよう
に指導し，事前にノートを準備するように伝え，実践
した．しかし，実際の練習が始まってしまえば踊りを
覚えることが最優先になってしまい，自分がやってい
ること，周りがやっていることに対して特に何かに気
づいたりすることもなく，ノートもその日にどんな活
動をしたのかという活動記録になってしまっていた．
特に文化についてのインプットや，観察する方法につ
いての手立てもなく，注目する焦点や，ものを見る切
り口が曖昧だったことも活動記録だけに留まってし
まった要因の 1つだと思われる．
2015年度，2016年度は，東北大学の全学教育はセメ
スター単位で実施されており，本授業も第 1セメス
ターで開講していた．2017年度よりクォーター制が導
入されたのを受け，本授業も第 1クォーターでの実施
に移行し，週 2回の授業時間を確保することにした．
週 1回の授業では，仙台・青葉まつりまでの時間確保
が難しく，ただすずめ踊りやお囃子を練習するだけに
なってしまい，新しい文化概念などについて学び，ディ
スカッションする機会がほとんどなかったため，学生
がその練習や祭りにある文化的な要素を観察するため
の視点を持つことは難しく，気づきを生むことはでき
なかったと考えたからである．その結果，学生自身が
自分の体験を振り返る際には，個人差が顕著に表れて
しまい，自身の経験をもとにすずめ踊りや仙台・青葉
まつりについて考察を深められる学生と，「楽しかった」
だけで終わってしまう学生が出てしまった．そこで，
2017年度は読み物を読んだり，グループでディスカッ
ションしたりなどして，文化概念に関して知識を深め，
すずめ踊りや仙台・青葉まつりを分析する切り口をつ
かめるようにした．練習でも，ただ単に踊ればいい，
演奏できればいいという段階から，さらに時間をかけ，
地域住民がどのように踊っているのか，どのように太
鼓を叩いているのか，どのように練習に取り組んでい
るのかといったことを観察し，分析するように促した．
3.3　授業内容
2017年度の授業は，以下の 3つの学習目標を掲げ，
開講した：
• すずめ踊りや仙台・青葉まつりとは何かを理解す
ることができる
• 「集団意識」，「頑張り」，「道」といった文化概念
を理解し，それらを用いて日本の現代社会につい
てディスカションすることができる
• すずめ踊りや仙台・青葉まつりについて，それら
の文化概念を使って分析することができる
この授業では，地域住民をインストラクターとして
授業に招き，指導してもらうと同時に，学生が地域で
開催されている市民向け講習会に参加することを奨励
し，地域住民との関わりの中で学べる授業としてデザ
インした（表1）．まず， 4月11日のオリエンテーショ
ンで踊りを担当するか，笛や太鼓のお囃子を担当する
かを決定した．なお，すずめ踊りや和太鼓を見たこと
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がない留学生がほとんどなので，初回のオリエンテー
ションでどちらを選択するかスムーズに決断ができる
ように2016年度の秋学期にすずめ踊りのワークショッ
プを実施したり，同じくIPLAの選択必修科目である
「Understanding Japan through Japanese traditional 
culture」の中で，和太鼓を取り上げるなど，選択の
ための材料を事前に与えた．学生は踊りとお囃子を選
択した後，それぞれの練習に参加した．2017年度は 9
名の学生がお囃子を選択した．踊りであれば， 4月18
日， 4月25日を必須とし，お囃子はインストラクター
の都合上，週末の開催となったが， 4月23日， 5月 7
日を必須とした．オリエンテーションでグループ分け
を実施し，グループで少なくとも 3回練習を実施する
ことを課した．グループ練習として，市民向け講座に
グループで参加することを奨励し，実際に多くのグ
ループが市民向け講座に参加した． 5月 2日を初めて
表 1　授業の内容とスケジュール
日時 内容 周囲との関わり
2017年 4 月11日（火）
8:50-10:20
オリエンテーション　（授業概要，青葉まつ
り，スケジュールの説明など）
2017年 4 月13日（木）
19:00-21:00
市民向け講習会① 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターか
らの指導　仙台市民とともに練習
2017年 4 月14日（金）
13:00-14:30
すずめ踊りの概要について　文化を学ぶこと
についてのブレーンストーミング
2017年 4 月18日（火）
8:50-10:20
すずめ踊り練習① 地域のすずめ踊りインストラクターからの指
導　留学生のすずめ踊りの先輩からの指導
2017年 4 月21日（金）
13:00-14:30
ディスカッション①
2017年 4 月23日（日）
10:00-12:00
お囃子練習① 地域の太鼓インストラクターからの指導
2017年 4 月25日（火）
8:50-10:20
すずめ踊り練習② 地域のすずめ踊りインストラクターからの指
導　留学生のすずめ踊りの先輩からの指導
2017年 4 月27日（木）
19:00-21:00
市民向け講習会② 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターか
らの指導　仙台市民とともに練習
2017年 4 月28日（金）
13:00-14:30
ディスカッション②
2017年 5 月 2 日（火）
8:50-10:20
すずめ踊り・お囃子合同練習①
2017年 5 月 2 日（火）
19:00-21:00
市民向け講習会③ 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターか
らの指導　仙台市民とともに練習
2017年 5 月 7 日（日）
10:00-12:00
お囃子練習③ 地域の太鼓インストラクターからの指導
2017年 5 月 9 日（火）
8:50-10:20
すずめ踊り・お囃子合同練習② 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクター，
留学生先輩からの指導
2017年 5 月11日（木）
19:00-21:00
市民向け講習会④　 地域のすずめ踊り・太鼓インストラクターか
らの指導　仙台市民とともに練習
2017年 5 月12日（金）
13:00-14:30
ディスカッション③
2017年 5 月16日（火）
8:50-10:20
すずめ踊り・お囃子合同練習③
2017年 5 月19日（金）
13:00-14:30
最終準備（衣装合わせ，入退場確認など）
2017年 5 月20日（土） 仙台・青葉まつり
2017年 5 月23日（火）
8:50-10:20
振り返り
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の合同練習の機会とし，そこでグループの練習成果を
他のグループの前で発表する場とし，そこまでに踊り
や演奏が見本を見ないでできるようになるようにとし
た．それ以降の合同練習などでは，踊りや演奏の細部
にまで気を配り，完成度を高める時間とした．踊りや
お囃子の練習と並行して，Roger J. Davies & Osamu 
Ikeno （2002）の「The Japanese mind: understanding 
contemporary Japanese culture」の一部を教材とし，
ディスカッションを行った．具体的には， 4月28日の
ディスカッション①では「集団意識」を扱い， 4月28
日のディスカッション②では「頑張り」を取り上げ，
最後の 5月12日のディスカッション③では「道」につ
いて話し合った．踊りやお囃子のグループで，各回に
ファシリテーターを決め，書かれている内容について
の確認，Davies & Ikeno （2002）の各章に設定されて
いる問いについてグループで話し合った．それ以外に
もファシリテーターの方で必要があれば，ディスカッ
ションのトピックを設定するように指示した．それぞ
れのトピックに関して現代社会においてどのような場
面で見られるか，どのような正の影響と負の影響があ
るのかなどを話し合っていた．学生たちは，この 3つ
の文化概念を学び，それらの観点からすずめ踊りやお
囃子の練習を観察したり，体験を通して考えたりする
ことを促した．自分のこの授業での体験をもとに，こ
の 3つの文化概念を使いながら，すずめ踊りや仙台・
青葉まつりについて考察することを最終レポートとし
た．
成績評価は，積極的な参加が40%，グループ練習を
含む宿題が20%，最終レポートが40%である．最終レ
ポートは，以下の項目に関してそれぞれ10点ずつで，
合計40点満点とした：
•  3 つの文化概念を理解し，説明できるか
• 自分の体験について明瞭に説明できているか
• 考察や分析が深くなされているか 
• 全体的な印象（長さ，構成など）
4 ．学生たちの学び
ここでは参加学生が提出した最終レポートをもと
に，集団意識，頑張り，道の 3つの文化概念に関して，
学生が何を観察し，分析し，考察していたのかを見て
いく．
4.1　集団意識
まず，多くの学生たちが仙台・青葉まつりでそれぞ
れの祭連がお揃いの法被を着て参加している様子に着
目していた（以下，英文は原文ママ，訳責筆者）：
Concerning Shudan-ishiki  I  observed  that 
different groups of dancers wore the same 
uniforms,  had  the  same  fans  and  flags  to 
show which group they belong to.
（集団意識に関しては，踊りのそれぞれグルー
プが彼らがどのグループに属しているのかを
示すように同じユニフォームを着ていて，同
じ扇子や旗を持っていた）
While watching the festival and the different 
groups preforming you  could  clearly  see 
unicity  in each group by how they dressed 
and had put on their makeup. They were all 
matching. And so were we. We all wore the 
Tohoku  festival happi so you could clearly 
see which group we belonged to.
（祭りや異なるグループのパフォーマンスを
見ていると，彼らがどのように衣装を着て，
化粧をしているかによってそれぞれのグルー
プにおける統一感を明瞭に見ることができ
る．全て統一されているのだ．私たちもそう
だった．私たちは東北大学の法被を着て，私
たちがどのグループに属しているのかを明示
的に示していた）
このように，衣装や化粧から，踊り手の所属や統一
感を観察していた．このような明示的なもの以外にも，
全体のパフォーマンスや周りの参加者の様子から，よ
り深い集団意識についても考察を深めている．
At  the  very  end  the  parade  ended  by 
clapping  in  the hands  together, a common 
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way of ending a group activity in Japan. Its 
goal  is strengthen the group belonging and 
giving  the  feeling  of  belonging  to  it . 
Additionally  I  could  see  some  company 
employees  performing  together.  I  can 
imagine that firms support this activity as it 
strengthens  the group, which  is also good 
when working together in the enterprise.
（祭りの一番最後では，流し踊りは一緒に拍
手をして終了した．これは，日本でグループ
で何か活動するときのよくある終わり方だ．
その目標は，グループへの帰属感を高め，そ
こへの帰属感を与えることである．加えて，
幾つかの会社の従業員たちが一緒にパフォー
マンスをしているのを見た．会社はこのよう
な活動がグループの結束を強めているので，
活動を支援しているのだと想像した．会社で
一緒に働く際にもこれはとてもいいことだと
思う．）
市民向け講習会の最後には，必ず「伊達の一本締め1」
を行い，互いにお礼を言い合って拍手して終わるとい
う流れがあった．学生たちも毎回その一連の流れに参
加していたことから，「よくある終わり方」と述べて
いると思われる．2015年度から毎年この市民向け講習
会に参加し，一連の終わり方も一緒に行ってきたが，
学生がこのような形で終わり方に着目し，その意味を
考えるということはほとんどなかった．「集団意識」
という概念について読み，事前にディスカッションし
たゆえ，この終わり方という事象を見る視点を得るこ
とができ，考えを深められたのではないだろうか．
次の学生も企業が参加する意義について考えてい
る：
While wearing  the  happi  together with 
everyone else  in the class,  it made me feel 
more  part  of  the  group. We  were  all 
connected and in this together, even though 
it  was  just  the  clothes  that  bound  us 
together  from the spectators point of view. 
Also while  practicing  together  for  the 
festival, meeting after  school  and develop 
together  created  a  strong bond with  the 
rest of  the group.  In addition  to  this, after 
the  festival  we  all  shared  a  feeling  of 
accomplishment, we had  succeeded with 
something  together and  that made us  feel 
more  unitied.  I  think  this  is why  some 
companies make  their  new  employees 
attend  and  dance  in  the  festival. What 
comes after working hard together, pushing 
each other and  finally  carry  through  this 
type of project,  is strong group feeling and 
the mindset that we did together.
（クラスで他のみんなと一緒に法被を着るこ
とによって，私はこのグループの一部なんだ
ということをより感じることができた．観客
から見れば祭りのために私たちをつなげる単
なる服であるけれども，私たちは繋がってい
て，グループで 1つにまとまっていた．祭り
のために一緒に練習したり，放課後に会った
り，上手になっていく過程で，グループの他
の人と強い繋がりが生まれた．これに加えて，
祭りの後で私たちは達成感を共に共有し，一
緒に一緒に何かを成功させ，その成功は私た
ちにさらなる結束性をもたらした．この結束
性ゆえ，企業は新入社員に祭りに参加し，踊
らせているのだと思った．一緒に打ち込んだ
り，お互いにぶつかり合ったりしながら，こ
のようなプロジェクトを成し遂げた後に来る
のは，一緒にこれをしたという強い集団意識
と新しいものの見方である）
このようにすずめ踊り，仙台・青葉祭りの準備，そ
して祭り当日の彼らの経験や観察から，いかに集団意
識が生まれ，帰属感が生まれ，人々が結束し，そして
それが仙台という土地でどのような役割を果たしてい
るのかまで学生たちは考えを深めることができた．昨
年までの学生たちも，企業が参加していることには気
づいていたが，集団意識とつなげてその意義を考える
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までに至っていなかった．
4.2　頑張り
頑張りに関しては，集団意識と合わせて観察してい
る学生が多く見られた．ある学生は，頑張りを以下の
ように定義付けた上で，仙台・青葉まつりで彼が体験
した頑張りについて述べている．
Gambar i ,   or   Japanese   pat ience   and 
determination,  can  be  simply  clarified  as 
doing one’s best.（中略）To Gamubaru, when 
it is said for example at the initial stages of a 
project, could be compared as a promise to 
our siblings/family/friends not to disappoint 
them.  It  also  has  an  orientation  to group 
harmony.
（頑張り，つまり日本の辛抱強さや意思の強
さは，簡単に言えば，最善を尽くすことと定
義付けられる．（中略）例えばプロジェクト
の最初の段階で言われるように，頑張ること
は兄弟姉妹や家族，友人をがっかりさせない
約束のようなものである．頑張りは集団の調
和にもつながるのだ）
彼の体験に基づいた考察は以下の通りである：
What is important here is not the perfection 
of the performance but the effect we put in 
it. The clearly noticed that we were giving 
our  best,  even  if  it wasn’t  perfect,  they 
appreciated and encouraged us. They valued 
the effort. 
（ここで重要なことは，パフォーマンスがど
れくらい完璧かということではなく，私たち
がそれにどれくらい労力を割いたかというこ
とだ．地域の人々が私たち留学生がたとえ完
璧ではなくても，最善を尽くしていることに
気づき，それに価値を置き，私たちを応援し
てくれた．彼らにとっての価値は，努力する
ことなのである．）
日本文化では，結果よりも過程に価値が置かれるこ
とが多いことを観察している．また別の学生は，競争
ではなく，互いに高め合うという頑張りに自国の文化
との違いを感じ，比較しながら次のように述べている：
Different  to Germany, where  groups  do 
contests and battle, at the Aoba festival the 
various groups encouraged each other by 
clapping and wanted everyone  to do  their 
best. 
（対グループでコンテストや戦いをするドイ
ツとは違って，青葉まつりでは様々なグルー
プが拍手をして互いを応援し合っていて，み
んなが最善を尽くせるように願っていた）
祭り全体が観客も含め，互いに応援し合う雰囲気で
あったことは，他の学生も指摘している．特に踊りの
際に掛ける掛け声に着目していた学生が多かった：
The “sore” was one of the ways we used to 
cheer everyone up.  It was more and more 
hard  to  keep  saying “sore”  during  the 
parade,  but  as  soon  as you  could hear  it 
from  your  partners  or  even  from  the 
audience,  it gave you a bit more energy to 
keep on dancing and smiling.
（「それ」という掛け声は，みんなを応援する
のに使った方法の 1つだった．流し踊りをし
ていると，だんだんだんだん「それ」と言い
続けるのが難しくなってくる．でも自分の
チームメンバーが「それ」と言っているのを
聞いたり，観客からさえも聞こえてきたとき
には，さらに笑顔で踊り続けるエネルギーと
なった．）
このように学生たちはすずめ踊りでの頑張りを完璧
さに価値が置かれたものではなく，いかに労力を費や
したかというところに価値があり，そしてそれを追求
するには，互いに競い合うのではなく，互いに応援し
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合う関係にあることを観察している．ともに高みを目
指すというところや，仲間が頑張っているから自分も
頑張るというように集団意識的な要素も考察していた
ようである．
4.3　道
道に関して，多くの学生が指摘しているのは，練習
での教え方である．説明はなく，見て学べ，真似て学
べという姿勢に道の精神を感じた学生は多かった：
We  learned  the dance  from “masters” by 
coping  the moves.  This was  especially 
during the community enter practice where 
the instructors just started dancing and we 
were supported to  learn by  following what 
they  did.  To memorize  the  dance  we 
repeated it very often, without feedback and 
clear instructions. I think this is the Do-sprit 
because we  are  expected  to “feel”  the 
Suzume odori without explanation.
（私たちは動きをコピーすることで「名人」
からダンスを習った．これは特にコミュニ
ティセンターでの練習のことで，教えてくれ
た人はただ単に踊り始めて，彼らの踊りに続
くことで習うということになっていた．踊り
を覚えるために私たちは何度も何度も繰り返
して，そこにはフィードバックや明確な説明
はなかった．これが道の精神なんだと思う．
なぜなら私たちは説明されることなく，すず
め踊りを「感じること」を求められていたか
らだ．）
確かに留学生ということで，ことばの問題があるこ
とは確かである．日本語で説明されても理解できずに，
説明がなかったと感じる場合もある．しかし，日本語
中級レベルの学生で，普段の練習の時は指導してくだ
さる方と，他の留学生との通訳を買って出ていた学生
も，次のように述べている：
This style of studying was very unusual for 
us, when our  ohayashi  group was  tought 
how  to  play  taiko.  All  teachers  didn’t 
explain us anything, but showed dozens of 
times how to play. They didn’t explain us 
where  the stops were,  they  just  told us  to 
listen  to music and pay attention  to other 
instruments’  tunes,  only  after  that we’ll 
know, how to play. That is exactly how Do 
is performed –experience the art by yourself 
by following the path of master.
（お囃子グループが太鼓の演奏の仕方を教え
てもらった時の学びのスタイルは，私たちに
とってはあまりないことだった．全ての先生
は私たちに何も説明しないけど，何度も何度
もどうやって演奏するかを見せた．どこで演
奏をやめるのかの説明もなかったし，音楽を
ただ聴くように，他の太鼓や笛の音に注意を
してとだけ私たちに言っていた．そうするこ
とではじめて私たちは演奏の仕方を知ること
ができた．これはまさに道の精神が生かされ
ている．つまり，名人の辿った道を辿ること
で自分自身でその芸術を体験するということ
だ．）
頑張りのところでは，特に青葉まつり本番での様子
から，結果ではなく過程を重視し，最善を尽くすこと
に重きが置かれていることを学生たちは分析してい
た．その一方で，練習に関しては，指導してくださっ
た方々の中には，すずめ踊りにおけるあるべき姿があ
り，それを完璧に求める姿勢を観察し，それを道の概
念と結びつけて観察している：
Our class instructors were looking at many 
details and wanted us  to change mistakes 
by repeating the right moves continuously. 
For example  they underlined how to hold 
the fans correctly, which is recognized more 
subtle  and not perceived  right way  from 
audience. Additionally  it was  interesting to 
me  that  they  tried  to  teach us  even  the 
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freestyle  so  that we could do  it  the  right 
way. When we got our happi  our  teacher 
stressed  that  folding  it  correctly  is  very 
important and some people  think  this  it  is 
culture to do it the right way.
（私たちのクラスに教えに来てくださった
方々は，たくさんの細かいことに着目してい
て，正しい動きを何度も繰り替えすことに
よって私たちに間違えを直させようとしてい
た．例えば，正しい扇子の持ち方を強調し，
それはよりとらえがたいもので，観客からそ
の正しい持ち方は気付かれないようなことで
ある．加えて，自由踊りさえも私たちに教え
ようとしてくれたことは私にとって興味深
かったし，教えてもらったおかげで私たちは
正しく踊ることができた．私たちが法被を受
け取った時も，私たちの先生は正しく折り目
をつけて畳むことがとても大切で，これを正
しくすることが文化であると考える人もいる
と言うことを強調していた．）
このように学生たちは，練習の中での指導者からの
教え方，習い方のスタイルの違いを感じるとともに，
おどり踊りにある種の「正しさ」が存在し，参加者は
そこを目指して鍛錬しているということを観察し，そ
れらを道の概念と結びつけていた．昨年までは，週 1
回の授業で，祭りまでの時間の少なさゆえに，自分の
踊りを覚えるので精一杯だった学生も多く，地域の人
の踊りに対する姿勢にまで目を向ける余裕がない学生
が多かった．2017年度は，週 2回の授業時間もあり，
文化概念を学んだことで，地域の方々の踊りを見る学
生の目も異なっていたのかもしれない．事実，学生た
ちは自分自身の踊りの細部にまで気を配り，前述のよ
うに扇子の持ち方について指摘していた学生もいた
が，扇子の向きや角度にも注意を払って練習した．祭
り本番のステージパフォーマンスでも，最後のポーズ
で扇子の違う色の側を表に出したり，隣の人との高さ
が違っていたりすることがよくあるのだが，2017年度
はそういったことがなく，見事に揃っていたのも，学
生の意識の違いによるところは大きい．
5 ．まとめと今後の課題
本実践では，2015年度より地域住民から踊りやお囃
子を習い，ともに練習をし， 5月に開催される仙台・
青葉まつりに参加してきた．地域の人々とともに取り
組む国際共修の中での学生の気づきや学びを最大限に
しようと毎年授業デザインの改良を重ねてきた．特に
学生が日本文化や社会に対して理解をより深められる
ような授業を目指した．初年度は，仙台・青葉まつり
の後の授業で，それぞれの学びをグループで共有し，
その後にレポートを書くという形をとったが，全てが
終わってしまった後だと，深く内省できる学生とそう
ではない学生の差が顕著になってしまい，自身の文化
的な感覚をもとに考える学生もいたので，ステレオタ
イプを助長してしまった部分もあった．それを改良す
るべく，翌年2016年度には，学生が活動の中で気づい
たことをメモがとれるよう，ノートを準備することを
促したが，学生が観察する視点や考える視点を特に支
援していなかったため，何をしたかという単なる活動
記録になってしまった．これら 2年間の取り組みの課
題を踏まえ，東北大学がクォーター制を導入したのを
利用して，週2回の授業で実施することとして，学生
が観察する視点や考える視点を持てるような支援をす
るべく，文化概念について一緒に読み物を読んだり，
ディスカッションをしたりする時間を設けた．それに
よって，学生の内省の質が大きく変わった．授業内で
扱った「集団意識」，「頑張り」，「道」という概念を踏
まえた上で，練習や祭り本番中の地域の参加者や祭り
の様子を観察し，分析することができたことで，学生
により深い気づき，学びが起こった．「集団意識」に
関しては，すずめ踊り，仙台・青葉祭りの準備，そし
て祭り当日の彼らの経験や観察から，いかに集団意識
が生まれ，帰属感が生まれ，人々が結束し，そしてそ
れが仙台という土地でどのような役割を果たしている
のかまで学生たちは考えを深めることができた．「頑
張り」に関しては，いかに労力を費やしたかというと
ころに価値があり，そしてそれを追求するには，互い
に競い合うのではなく，互いに応援し合う関係にある
ことを観察や自身の体験から，考察した．ともに高み
を目指すというところや，仲間が頑張っているから自
分も頑張るというように集団意識的な要素も合わせて
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島崎  薫・地域住民との国際共修で留学生は何を学んだのか
分析していた．「道」に関しては，名人を真似，学ぶ
という姿勢に自文化との違いを感じ，また完璧さや正
しさを追い求める姿勢も観察していた．
しかし，まだ改良するべき点は多い．すずめ踊りや
お囃子の練習をしつつ，同時並行で「集団意識」，「頑
張り」，「道」という概念を学び，ディスカッションを
行ったわけであるが，やはり学生によって分析や考察
に差がある．例えば，集団意識に関しても衣装や化粧
の祭連ごとの統一感，や祭全体での統一感に気づいて
も，地域住民の参加の様子を観察し，手締めの意味や
企業が参加する意味まで考えられた学生は一部であ
る．来年度以降は，ディスカッションや最後の振り返
りでこういった着眼点を学生と共有しながら，より多
くの学生がいろいろなことに気づき，考えられるよう
なきっかけをつくる必要がある．また使用した教材
「The Japanese mind: understanding contemporary 
Japanese culture」は，2002年に発行されたため，扱
われている事例が少し古かったり，準備されている設
問と今の日本社会の状況に乖離があったりする部分が
ある．この教材を使い続けるのであれば，補足的資料
があった方がより学生の理解も深まると思われる．可
能であれば，別教材との差し替えも今後考えていきた
い．
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注
1   東北の覇者となった伊達正宗公が「三国一の武将」
になることを願って家臣たちが行った手締めとされ
ている（仙台・青葉まつり協賛会 n.a.）．
